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十
月
三
十
一
日
、
加
西
市
に
あ

る
兵
庫
県
立
農
林
水
産
技
術
総
合

セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
ま
し
た
。

 

セ
ン
タ
ー
の
役
割
と
し
て
、
多

様
化
す
る
生
産
者
や
消
費
者
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
捉
え
、
安
全
な
食
生

活
の
現
実
に
寄
与
す
る
品
種
改
良
、

生
産・加
工
技
術
の
開
発
、農
林
水

産
分
野
へ
の
普
及
に
よ
る
地
域
農

業
振
興
へ
の
取
組
み
、
各
セ
ン

タ
ー
の
機
能
を
機
動
的
、
効
率
的

に
発
揮
す
る
総
合
的
な
試
験
研
究

機
関
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
成
果
は
、
行
政
、
関
係
団

体
と
連
携
し
て
農
林
業
者
に
普
及

す
る
ほ
か
、
行
政
施
策
の
実
施
に

役
立
て
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
担
い
手
等
の
人
材
育
成

機
関
と
し
て
農
業
大
学
校
を
併
設

し
て
い
る
と
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　

研
究
開
発
事
例
の
説
明
で
は
、

稲
作
で
、
安
価
で
高
精
度
な
ト
ラ

ク
タ
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
土
地
利
用
型

農
業
に
お
け
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
活
用

事
例
や
導
入
効
果
、
酒
米
新
品
種

Ｈ
ｙ
ｏ
ｇ
ｏ 

Ｓ
ａ
ｋ
ｅ
85
『
兵

庫
錦
』
の
育
成
に
つ
い
て
聞
き
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
施
設
見
学
を
行
い
、

イ
チ
ゴ
ハ
ウ
ス
で
、
兵
庫
方
式
高

設
栽
培
装
置
、
兵
庫
オ
リ
ジ
ナ
ル

イ
チ
ゴ
品
種
、
ト
マ
ト
ハ
ウ
ス
で

は
、
施
設
野
菜
の
低
コ
ス
ト
高
品

質
化
及
び
露
地
野
菜
の
収
量
安
定

生
産
を
考
慮
し
た
方
法
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
研
修
は
、
こ
れ
か

ら
の
農
業
を
考
え
る
良
い
機
会
で

し
た
。
ス
マ
ー
ト
農
業
を
取
り
入

れ
、
安
心
・
安
全
、
低
コ
ス
ト
で

高
品
質
、
安
定
生
産
で
き
る
技
術

を
取
り
入
れ
て
、
遊
休
農
地
の
解

消
及
び
、
農
地
保
全
・
景
観
保
護

が
少
し
で
も
進
む
よ
う
に
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
農
業
委
員　

北
垣 

裕
次
）

体
と
連
携

視
察
研
修
レ
ポ
ー
ト

兵
庫
県
立

農
林
水
産
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

　

令
和
元
年
度
豊
岡
市
農
業
委
員
会
の
行
政
視
察
を
令
和
元
年
十
月

三
十
一
日
に
実
施
し
、
農
業
委
員
、
推
進
委
員
合
わ
せ
て
二
十
九
名
、

事
務
局
二
名
、
計
三
十
一
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　11月5日に、市立港認定こども園で、農業委員・農地利用最適化推進委

員4名が参加し、食農教育として、サツマイモの収穫とクッキング体験を

実施しました。園児たちの「おかわり」の元気な声が聞けました！
地産地消・食農教育地産地消・食農教育

クッキングの様子

※農業委員会では、その他にも、市立五荘奈佐幼稚園で田植え、稲刈り体験もお手伝いしています。（表紙及びP8参照）

サツマイモ収穫メニュー
サツマイモご飯
サツマイモのピザ
芋づるのきんぴら
さつま汁
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月

１  月

２  月

３  月

申 請 受 付 日

12月27日（金）、６日（月）

３日（月）、４日（火）、５日（水）

２日（月）、３日（火）、４日（水）、５日（木）

情 報 広 場

農地の利用意向調査を実施しました！

農地の売買、転用には許可が必要です。

　農業委員会では、農業委員・農地利用最適化推進委員が夏
の農地パトロール等で、今年度、新たに遊休農地であると判
断した農地の所有者等に対し、農地の利用意向調査を実施を
しています。
　この調査は、該当する農地の今後の利用意向について、回
答をいただくもので、農地法に基づいて、2016年度から毎年
実施しています。
　今年度は、該当する104名、216筆で農業委員・農地利用最
適化推進委員による戸別訪問や郵送にて実施しています。
　まだ、回答がお済みでない方は、早急に回答をお願いしま
す。
　不明な点等がございましたら、事務局もしくは、地元の農
業委員・農地利用最適化推進委員までお尋ねください。

農地パトロールの様子農地パトロールの様子農地パトロールの様子

回答用紙

農地法等の申請受付日の変更について
　申請受付は、毎月１日から５日です。（最終日の５日が
休業日の場合は翌営業日）２０２０年１月の申請受付日が、１
月６日（月）のみとなるため、１２月２７日（金）を追加します。

訃 報蜂
須
賀
久
人
農
業
委
員

ご
逝
去

　

蜂
須
賀
久
人
農
業
委
員
が
去
る

十
月
七
日
、
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

①農地の売買・賃貸借等による権利移動には、農地
法第３条の規定による農業委員会の許可が必要です。
②買い手、借り手について、農地を効率的に利用す
るかを審査するため、要件があります。（全部効率利
用、農作業常時従事、下限面積40アール等）

（１）農地の売買等（農地法第3条）

①農地に住宅や倉庫を建てるなど農地以外に転用す
る場合（農地法第4条）、農地を買ったり、借りた
りして転用する場合（農地法第5条）には、農業委
員会を経由して兵庫県知事の許可が必要です。
②場所によっては、転用できない場合があります。
③違反転用には罰則があります。

（２）農地転用（農地法第４条・第5条）

①許可通知は、農地法第３条は申請後約１か月後、
第４条・第５条は申請後約２か月後となります。
（農地改良届の受理通知は提出後約１か月後）
②各申請、届出は事前に農業委員会事務局にご相談
されることをお勧めします。
③これらの申請、相談は行政書士に依頼することも
できます。

（４）手続き

農地法の適用対象となる「農地」とは、耕作の目的
に供される土地と定義されています。（農地法第２
条第１項）
　土地登記簿上の地目が農地以外でも、土地の現況
が農地の場合、権利移動や農地転用するときは、農
地法の許可を受ける必要があります。

（５）ご注意頂きたいこと

　田を嵩上げして畑にするなど、農地の形状変更を
伴う農地改良を行う場合は、農地改良届出書を提出
する必要があります。

（３）農地改良届


